




























































































































































































































学生 SLA歴 担当・学年 役職 シニア プロジェクト担当
A 4年 化学・D2 ○ ○ 総合＋執筆 6点
B 5 年 物理・D3 ○ ○ 総合＋執筆 3点
C 4 年 数学・M2 ○ ○ 総合＋執筆 2点
D 3 年 物理・M2 ○ ○ 総合＋執筆 6点
E 3.5年 数学・D1 ○ 執筆のみ 2点
F 2 年 物理・M1 ○ ○ 執筆のみ 4点
G 3 年 数学・D3 執筆のみ 2点
H 4 年 物理・M2 ○ 執筆のみ 1点
I 2.5年 物理・M1 ○ ○ 執筆のみ 2点























































2018年 2 月上旬 学生原稿完成 学生
2018年 3 月上旬 編者原稿完成 編者
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 最後に，Step4 では ここまでの話し合いを基に，





































































具体的な目次は図 3 の通りである．第 1 部では，知見
の背景・文脈を理解するために SLA 実践の概要をまと
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第 1 部 SLA 実践とは―本書の前提共有― 
１ 経緯・理念 
２ ⽀援体制 
３ 本実践の特徴―「ともそだち」（学び合い）と「学⽣の⼒」の活⽤  
 
第 2 部 チュータリング Tips 
１ 質問・学⽣タイプ別 
Tips1. 総復習型質問への対応（「全部わかりません」） 
Tips2. 確認型質問への対応  
Tips3. 未履修学⽣への対応  
Tips4. 駆け込み利⽤への対応  
Tips5. 複数⼈利⽤者への対応  
Tips6. ⾃分がわからない問題への対応―Keep Motivation 
２ 対応の流れ別 
Tips7. 学⽣とグランドルールを共有する  
Tips8. 信頼関係づくり 




Tips13. 学⽣に課題を⾃覚させる  
Tips14. チューターの思考の⾔語化―「思考に巻き込む」 







































































































図 3．『学習支援ハンドブック』（全 102 頁）目次 
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東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 5 号　2019
図4．「Tips6.自分が分からない問題への対応」（『学習支援ハンドブック』pp24-25より）
東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 5号 2019 
  









































































































































































図 5．SLA 育成ツール・活動全体像 2017（『学習支援ハンドブック』p61 より） 





































図 5．SLA 育成ツール・活動全体像 2017（『学習支援ハンドブック』p61 より） 
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